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職場・地域の部 最優秀賞（知事賞）  下村活性化委員会

花づくりや花壇の管理は誰がどのように行っていますか

ご近所や関係者の反応はどうですか、またどのような交流が拡がっていますか

下村活性化委員会と賛同者の約25名で、3年前から、耕作放棄地を借り受け花壇
にしました。「ひまわり」「チューリップ」「ピンクパンサー」「ジニア・プ
ロフ－ジョン」など、季節ごとに集まって、花植えや草引きをしています。

地域内で増えてきた「耕作放棄地」によるイメージ低下を改善したいと思いか
ら始まった活動です。この花壇以外に、もう一か所借り受け、親子で「サツマ
イモ」を植えています。収穫コンテストは大いに盛り上がります。今年の春、
地方新聞「紀伊民報」に、花壇が取り上げられて一躍有名になり、他の地域の
人も大勢見に来てくれました。新聞の力ってすごいなぁ!と思うと同時に、こ
れからも頑張ろう!と力を頂きました。


